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令和 7年度版の刊行にあたって

　本書は，公共建築工事における設計・積算・施工管理の基礎資料として，必要な施工歩掛や基準
類を体系的にとりまとめたものです。初版の刊行以来，官公庁やコンサルタントなどの発注機関，
設計・監理業務に携わる多くの実務者の皆様に広くご活用いただいてまいりました。
　近年，我が国の公共事業および建設産業を取り巻く環境は大きな転換期を迎えています。働き方
改革の推進や週休二日制の定着，建設キャリアアップシステム（CCUS）の普及に伴い，工期設定
や労務管理の在り方も見直しが求められています。さらに，「公共工事の入札および契約の適正化
に関する法律」（入契法），「建設業法」および「公共工事の品質確保の促進に関する法律」（品確
法）が，いわゆる「新・担い手 3法」として改正された関係法令のもと，持続可能で健全な建設業
の実現に向けた制度整備が進展しています。
　また，令和 6年度からは，BIM/CIMの原則適用，カーボンニュートラルを見据えたGX（グリー
ントランスフォーメーション）の推進といった，建設現場のデジタル化・脱炭素化に向けた取り組
みが一層加速しています。これに伴い，資材価格・労務費の変動，施工技術の進展，環境配慮型の
設計・施工の普及など，積算に必要とされる基準や手法も複雑化・高度化しています。
　こうした状況の中で，品確法に基づく「発注者の責務」は一段と重視されており，市場実勢や施
工実績に基づいた予定価格の設定，合理的で透明性の高い積算方式の導入が求められています。ま
た，入契法においては，ダンピング防止を目的とした見積内訳の提出義務化など，価格の妥当性確
保に向けた取り組みが進められています。
　営繕工事においても，「営繕積算方式」や「入札時積算数量活用方式」の定着に加え，各府省庁
での「統一基準」の運用が徹底されており，地方自治体に対しても「全国主幹課長会議」や「公共
建築相談窓口」を通じた周知・指導が行われています。さらに，災害対応やインフラ老朽化対策の
重要性が高まる中，緊急工事における迅速かつ的確な積算対応が求められており，積算技術のさら
なる精緻化と基準の適切な運用が不可欠です。
　そこで本書においては，公共建築工事標準仕様書，公共建築改修工事標準仕様書，建築工事標準
詳細図，公共建築設備工事標準図などを踏まえた公共建築工事積算基準，公共建築工事共通費積算
基準，公共建築工事標準単価積算基準，公共建築工事積算基準等資料，公共建築数量積算基準，公
共建築設備数量積算基準等の最新の内容を充実させ，「令和 7年度版」として刊行する運びとなり
ました。公共建築工事積算研究会参考歩掛りや営繕積算システム等開発利用協議会歩掛り等につい
ても掲載しています。
　本書が，企画・設計・積算・施工管理・検査等に携わる多くの皆さまにとって，日々の業務の一
助となり，工事費の適正な積算に資することを願っております。

　　令和 7年 7月吉日
 経済調査会 積算研究会



本書の利用にあたって

【本書の構成】
　本書は総論，建築工事編，電気設備工事編，機械設備工事編から構成されています。
総　　　　　論　工事費の積算，工事費の構成等，工事費，積算内訳書
建 築 工 事 編　公共建築工事内訳書標準書式に則った構成
電気設備工事編　共通工事，電力設備工事，通信・情報設備工事，改修工事
機械設備工事編　  共通工事，空気調和設備工事，自動制御設備工事，給排水衛生設備工事，改修工事

【利用上の注意】
歩　 掛 　表　 各建築工事の積算において利用されている一般的，標準的な歩掛を取り上げていま

す。
　① 　表番号，タイトルに特に注記のない歩掛は「公共建築工事標準単価積算基準 令和 7年版」

の「標準歩掛り」に準拠しています。

表番号
↓

タイトル
↓

表示例

 表・建・1-1　仮囲い  （ 1 m当たり） 

名　　　　称 規　　　　格 単 位
高さ（m）

摘　　　　　要
3 . 0 2 . 0

仮 囲 鉄 板 t＝1 . 2mm W＝500mm 枚 2 . 1 2 . 1
　仮設資材賃料

丸 パ イ プ  ϕ 48 . 6 m 9 . 36 6 . 24
修 理 費 一式 一式
普 通 作 業 員 人 0 . 24 0 . 19
雑 費 一式 一式 労務費×0 . 08
そ の 他 一式 一式

（注）　1．　  表中の施工手間は，設置65％，撤去35％の割合とする。
　　　2．　  雑費は，ハンマ，ラチェットレンチ，脚立，足場板，フックボルト，クランプ等の費用とす

る。
　　　3．　  仮囲鉄板にイメージアップのための塗装等が設計図書等に明示された場合は，必要な費用を

計上する。
　　　4．　  「その他」の率対象は，普通作業員，雑費とする。



　② 　表番号，タイトルが白抜き文字で表示された歩掛は「公共建築工事積算研究会参考歩掛
り 令和 7年版」，「営繕積算システム等開発利用協議会歩掛り令和 7年版」等を表します。

　③ 　表番号，タイトルが白抜き数字で表示され，なおかつ「市場単価」の表示があるものは，現
在，市場単価方式に移行した歩掛を表します。

機 械 運 転 他　  建築工事の機械化に伴って各種の算定式が必要とされ，そのため本書においても随
所に掲載しています。

単 　価 　表　  一部参考として単価表を掲載しています。この表中の空欄には現場条件により材料
等の規格を選定し，また「月刊 積算資料」，「季刊 建築施工単価」等の刊行物を参
照し，単価を代入して利用してください。

 表・建・14-14　壁見切縁  （ 1 m当たり）

名　　　　称 規　　　　格 材　料
（m）

内装工
（人） その他 摘　　要

壁 見 切 縁 アルミ製　厚12mm 1 . 0 0 . 03
一式

塩化ビニル製　厚12mm 1 . 0 0 . 027

（注）　「その他」の率対象は，壁見切縁，内装工とする。

表番号
↓

タイトル
↓

表示例

白抜き表示

 表・電・1-1-8　線ぴ類②  （ 1 m当たり）　■は市場単価

名　　　　称 規　　　　格
2 種
金属線ぴ 雑材料

電　工
その他 摘　　要

m 人

2 種 金 属 線 ぴ A型　40×30mm 1 0 . 09
（MM 2 ）  B〃 40×40 〃 1 0 . 11

 C〃 40×45 〃 1 一式 0 . 12 一式
 D〃 45×30 〃 1 （材料価格）×0 . 02 0 . 11
 E〃 45×40 〃 1 0 . 12
 F〃 45×45 〃 1 0 . 13

（注）　1．　  ボックス吊金物等は別途計上する。
　　　2．　  「その他」の率対象は，電工とする。

表番号
↓

タイトル
↓

表示例

白抜き表示
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